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７月１１日、鹿児島・熊本・宮崎の３県は、大雨（線

状降水帯）で、「緊急安全確保や避難指示」の警報が相

次いで発令された。一方勝浦では、梅雨空に真夏の太

陽が輝き、県下に今年初の「熱中症警戒アラート」が

発令された。美心会は夷隅郡市広域市町村圏事務組合・

勝浦消防署の署員「花崎知彦救急救命士と塚本ひかる

消防士」による熱中症救命講習会を開催した。 

 

胸部圧迫をしながらAEDを装着 

 これは、美心会にとっては初めての試み。例年、こ

の時期から夏が終わるまで熱中症が心配されるが、対

策としては、「こまめな水分の補給、適度な休憩」しか

行われていなかった。 

立案は野口会長・計画は３人で 

 毎年「熱中症対策」を懸念していた野口会長・伊達

副会長は、「万が一の時に慌てないようにできないか？」

と勝浦市生涯学習課スポーツ振興係に救命講習会の問

い合わせをしたところ、スポーツ振興係から夷隅郡市

広域市町村圏事務組合消防本部（大多喜）を紹介され 

 

 

 

 

た。しかし、夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部

のホームページには新型コロナのため「救命講習会は

現在中止」とあり、これを会長から伊達副会長に伝え

ると、伊達副会長は勝浦市の生涯学習課スポーツ振興

係と交渉して、「熱中症対策 BOOK」を入手。しかし、

資料を手渡すだけでは心許ない。ならばと救命講習会

中止の文言にあきらめず、門屋副会長は勝浦消防署と

交渉、コロナ対策で 1 回の受講生は 10 名まで、２回

までなら引き受けていただけることになった。 

 

暑さ指数（WBGT）の説明を受ける 

 
熱中症の症状と重症度 

 参加者は、事前に健康チェックシートに当日の健康

状態を記入し提出。資料に基づき熱中症の講義に続き、

心肺蘇生法の実技指導。最後に、質疑応答の時間が設

けられ、「AEDはどこに設置されているか？」「メンテ

ナンスはどうなっているか？」、と活発な質問も出て短

い時間ではあったが、非常に有意義であった。 
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